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さまざまな現象を分布としてとらえる記
述統計学を確立した。これに対して、20
世紀に入るとフィッシャーたちは、現象
を表現するモデルを仮定し、厳密に設計
された少数の実験データからモデルを得
る推測統計学を進めた。この実験にもと
づく科学的方法論の確立によって、生物、
医学、薬学、経済、心理、調査、品質管理
などの複雑な現象の解析や管理において
著しい成果が得られてきた。こうして近
年に至るまで、理論科学と実験科学が科
学的方法論の双璧を成していたといえる。

情報量規準AICへの軌跡

　20世紀後半になると、現実の問題が複
雑化・多様化する中で、「真のモデル」
の存在を前提とする、従来の統計的推論
の枠組みはしだいに現実にそぐわない
ものとなってきた。1973年、赤池氏は
将来のデータを予測する状況を想定し、
もっとも良い予測値を与えるモデルを求

めるための規準AIC（Akaike Information 

Criterion）を提案し、統計学の歴史に偉
大な足跡を残すこととなった。
　情報量規準へ至る道には3つのポイン
トがあった。まず、第一は「予測」の視
点である。従来の統計推論が、自然科学
の目的とする「真理の探究」に対応して、
「真の」モデルの推定をめざしたのに対
して、将来の予測のために「良い」モデ
ルを求めることをめざしたのである。真
のモデルをめざす立場と、予測のための
良いモデルをめざす立場には大きな隔た
りが存在する。真のモデルの推定をめざ
して得られたモデルが、予測のために良
いモデルとはいえないのである。 
　第二は、予測の問題を「分布」として
とらえるという立場である。赤池氏は
1968年には予測誤差分散の推定量として
FPE（最終予測誤差）規準を提案し、時系
列モデルの次数選択の自動化に成功して
いた。しかし、予測誤差の大きさに拘る
かぎり、時系列モデルの推定は実用化で
きても、一般の統計的モデルの評価規準
は得られなかった。赤池氏は、予測の問
題は「値」ではなく「分布」としてとら
えるべきことに気づき、モデルの良さを
予測分布の近さで評価することにした。
　第三は、その分布の近さを測る尺度と
して、カルバック-ライブラー（K-L）情
報量を用いたことである。K-L情報量は
ボルツマンのエントロピーとも密接に関
連する。ただし、K-L情報量には真の分
布とモデルの分布が必要であり、そのま
までは統計的モデルの評価には利用でき
ない。赤池氏は、K-L情報量（の本質的部分）
をデータによって不偏推定したものが、

記述統計学から推測統計学へ

　過去のデータや経験にもとづく将来予
測や意思決定。われわれが日々何気なく
行っているこのような行為は、人類がそ
の進化の過程で獲得してきた知的な情報
処理機能である。統計学はこのような人
類のきわめて知的な営みを定式化したも
のといえる。しかしながら、確定的世界
観にもとづく知的な営みがニュートン力
学によって数理的方法として確立したの
とは対照的に、複雑で偶然を伴う実世界
をデータにもとづき科学的に把握するた
めの方法論の歴史は比較的浅く、確率的
思考は遅れて世に出てきた。
　ゴルトンが遺伝の研究から類似性の
指標となる相関係数の概念を見いだし、
K.ピアソンがあらゆる現象が科学の対象
となりうることを主張して「科学の文法」
を提唱したのは19世紀も末のことであ
る。K.ピアソンたちは、観測データから
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 赤池情報量規準AIC、ベイズ型情報量規準ABICに代表されるように、赤池統計学は統計学にパラダイム転換をもたらした。
数多くの研究は現実の問題を解決するという必要性から生まれた。その思想と研究の流れを追う。
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図1 平均対数尤度と対数尤度の関係
青の曲線（平均対数尤度）は（未知
の）評価関数。その最大点が、最適な
パラメーターを決める。緑の曲線（対
数尤度）はデータから推定した見かけ
の評価関数。その最大点が最尤推定
値を決める。最尤推定値は見かけの
評価関数によれば、最適値よりD1だ
け良いが、本当の評価基準によれば
D3だけ悪い。D1+D3を対数尤度から引
くと公平な評価ができるようになる。

生糸操糸工程の管理図法を記した
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